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論文要旨 

所属ゼミ  浅川研究会 学籍番号 80128172 氏名 長田 悦子 
（論文題名） 
 

バイオベンチャーの研究開発の外部依存と 
グローバル・アライアンス・マネジメント 

 
(内容の要旨) 

 
バイオテクノロジーの研究開発に関して、日本のバイオベンチャーを広くサーベイしたと

ころ、日本企業として大変異色で私の研究テーマによくマッチした経営を行っている「そー
せい」というバイオベンチャーに着目した。研究所を自前で持たないで、グローバルなネッ
トワークの構築と知の移転にエネルギーの大半を割いている。これまでの日本企業には見ら
れないタイプの企業である。そこでそーせい 1 社を深く追跡してみた。そして事例報告書で
あるケースを書き、それを基に、以下の結論を導いた。 

 
バイオテクノロジーのような日進月歩でテクノロジーが進歩し、更にハイリスクな激しい

競争環境において、企業は自社のみの単独の E&D 活動だけでは生き残っていけない。外部
のナレッジの活用はイノベーション能力を高めるために重要な要素である。企業は自前主
義・自国主義を脱却して、スピードとリスク分散を求めて、自社の強みを更にのばし、弱み
を補完するために他社と提携していく。スピード重視の環境下にあって、グローバルに点在
し、ますます進化するテクノロジーやすぐれた知識を持つネットワークにアクセスし、アラ
イアンスを組むことによる「コラボレーション」と「ラーニング」が R&D 活動で大きなウ
エートを占めている。「コラボレーション」と「ラーニング」という「ナレッジ･マネジメン
ト」がこの R&D マネジメントにとって重要な戦略であり、経営資源や企業内外の能力の活
用による知識のコア・コンピタンスの概念が変わろうとしている。 

 
いかなる企業も自社のみではバイオの専門性は賄えない。ネットワーク型組織の形成がバ

イオビジネスの成功の秘訣となってくる。ネットワークへの知のインプットとアウトプット
を組織がどう支援するか、その際に、知識は認識・識別・選択・共有・移転・吸収・同化と
いう知の連鎖による変換プロセスを経て、新たなる付加価値の創造が可能となる。 

先端技術の開発においては、小規模でニッチなベンチャー企業が先頭を切って産業や経済
の流れをリードしていくことが可能である。  企業はネットワークに存在する情報・知識を
獲得する際には，内部と外部の接点に立つゲートキーパーを通した吸収能力が重要であり、
組織学習や知識創造を目的にした企業間のネットワークは｢知識の連鎖｣を形成していく。 

 
グローバル化と技術革新のスピードにあったネットワークを築きやすく、知の移転がフレ

キシブルに可能であるバイオテクノロジーにおいて、  イノベーションの所在は流動的で進
化する組織間のネットワーク上にある。先端技術の研究開発を行う企業が成功にたどり着く
ために、本社をその産業の中心におく必要はなく、本国でつくった優位性を世界中に広げる
というグローバル展開が成功への道のりではなくなっている。ゆえに視野をグローバルな
center of excellence に広く目を向け、①世界中に拡散した新しい能力と革新的な技術のナ
レッジを識別しアクセスし、②それを統合して新しいビジネスチャンスに結び付け、③効果
的でフレキシブルあるバーチャルなネットワークによって、このイノベーションを向上させ
ることが出来る。  
 
 
 
 
 
 
 


